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比して有意に高かった（* p < 0.01 ）。 
 
考 察 
ヒト発達期脳におけるFGF-2の発現が主としてマトリックス細胞からグリオブラストお
よび成熟アストロサイトに移行していくことから、FGF-2陽性BCはグリア発生過程の障害に
関連して生じた細胞である可能性がある。脳室帯の神経芽細胞もFGF-2陽性だったが、皮質
板の神経芽細胞や幼若神経細胞にFGF-2の発現は見られなかった。したがってFGF-2陽性DN
は神経芽細胞の初期成熟過程の障害に起因する可能性がある。外科切除組織の検討では
FGF-2の発現増強はTSC-tuberとFCD with BCの両者に共通していた。FGF-2ノックアウトマ
ウスでは大脳皮質層構造の乱れが生じ、また外因性FGF-2高濃度下では神経前駆細胞がニュ
ーロフィラメントとGFAPの両者を発現するBC様細胞に異常分化することを併せ考慮すれば、
FGF-2は皮質形成や細胞形態形成に重要な役割を演じており、ヒトでもBCを伴う皮質異形成
の病理機序にFGF-2シグナルの不安定性が一因として関与している可能性が示唆された。脈
絡叢のFGF-2免疫反応は髄液中FGF-2を捕捉した結果と考えられた。 
 
結 論 
TSC-tuberとFCD with BCでは共にFGF-2の発現が増強している。BCはグリア発生過程の、
DNは神経芽細胞の成熟過程の障害に関連して生じた細胞である可能性が強く示唆される。
FGF-2-IR％はMCDsの各組織型とくにBCの有無と相関し、発達期脳におけるMCDs各病変の病
理機序の生じた時期を反映している。 
 
 
 
